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用価値が高い点として、図書館のホームページにデータソースが紹介されるようになった点も挙げられる。例えば、ある研究者がマレーシアの労働者数についてのデータを入手したいと考えていたとしよう この時 労働者数はどの統計書に記載されているのだろうか。このようなデータソースに関する情報 、アジ研図書館のホームページで紹介されるようになったによりアジ研図書館の利用価値は大きく増したように思う。欲をいえば、データソース 紹介について研究者との協力があるとさらに情報の質は高まると われる。ある国の労働者数についていえば、しばしば複数のデータソースが存在する。それではどの資料を利用すべきなのか実際には、資料ごと データ作成 方法が異なるため、用途によって利用すべき資料は異なる。こうした点 ついて、より詳細な解説、あるはこれら資料に関する先行研究の紹介などがるとアジ研図書館の統計 の利用価値はさらに高まるであろう。　
アジア地域は年々発展を続けており、その政
治的、経済的重要性は日増しに高まって 。一方で、すでに記したように、アジア諸国 少し前の時代の記録は、当該国にも残されていないケースが少なくない。つまり、アジ研図書館は、少 アジア諸国の記録を網羅的に所蔵する世界で唯一の図書館であ かもしれない。そのような図書館を利用できることの幸運を喜びながら、引き続きアジ研図書館を使い倒したい。（こだま
　
まさひろ／神戸大学大学院国際協力
研究科准教授）
第三三回
開発途上国 稀少な記録を保存し続ける図書館
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